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資料２ 



市民講座 

 

外見からはわかってもらえない障がい「内部障がい等」への理解と配慮 

 

開催日：平成 29年 5月 26日(金) 

場 所：城陽市立福祉センター 

講 師：家庭支援総合センター 相談・判定課 障害グループ 副主査 岡本道彦氏 

城陽市身体障害者協会 会長 芳川敏博氏 

参加者：市民、民生委員、福祉事業所職員等 計 37名 

 

内 容： 内部障がいとは、オストメイトとは、何なのか。どういった配慮が必要な

のか。当事者の方は、どういう生活をし、どのような所で不便を感じ、周り

の人に助けてもらいたいと考えているのかについて、ご講演していただきま

した。また、外見からは分かってもらえない障がいがある方が、援助を得や

すくなるためのマーク、ヘルプマークについても、ご説明いただきました。 

 

感 想： 内部障がい等について、障がいのある方に接する時、その方をリサーチし

て、気配りすることで、お互いが気持ち良く付き合えると、話されていたこ

とがとても心に残った。家族や知り合いに、内部障がいのお話をしていこう

と思った。 

 

     当事者の方のお話から、オストメイト用のトイレのことを初めて知った。

オストメイトの方には、具体的にどんな苦労があるのか、どのような対応が

必要なのかということが分かっていなかった。当事者の方の話が聞けて大変

参考になった。大変な思いで、不安を抱え、生活されていることが分かった。 

 

     ヘルプマークの説明から、ヘルプマークを付けておられる方を見たことが

あったが、そういうマークであると知らなかった。今後見かけた時は、声か

けや、気配りをしたいと思う。外見からはわかってもらえない障がいがある

方は、配慮が受けにくいということが良く分った。ヘルプマークをもっと広

めてほしい。 

        



（別紙） 

年度 平成２９年度 

部会名 サービス調整部会 

   

 事業内容 根拠規定 

事業計画 

施設見学を行い地域の資源を知る機会を設ける。 規約第２条第２号

３号 

事例検討を通して意見交換等を行い、支援の在り

方を検討する。 

規約第２条第１号

２号 

   

年間スケジュール 

４月 

実
績 

 

５月 

○第１回部会 5/19(金) （参加：17団体・22名） 

議題：みんななかま 事業所見学・事例検討 

・うぉーく、ウィズの見学 

・親を亡くし、地域で兄弟と生活されている知的障がいの男性につ

いて事例検討。日中以外の生活面において、福祉サービスを利用

しておらず家庭内の状況がわからない状態であり、例えば居宅介

護等の第三者が介入し、関係機関で情報共有を行った方が良い等

の意見が出る。 

６月  

７月 

○第２回部会 7/14(金) （参加：15団体・17名） 

議題：青谷学園 事業所見学・事例検討 

・家族を亡くし、地域で 1 人暮らしをされている精神障がいの男性

について事例検討。自身の病気との付き合いや、近隣住人との関

係性の悪化などにより、ご本人が生きづらさを感じておられるケ

ース。 

・本人の容態や障がいに関しては、医療との連携をしっかりと行い、

関係機関での情報共有を行う。 

・他の障がいに比べると、精神障がい者のイメージは悪く、障がい

理解を求めていく啓発活動がさらに必要になってくる。 

８月 ●自立支援協議会 8/25(金) 

９月 

予

定 

 

10月  

11月 
○第３回部会 

 議題：しらうめ 事業所見学、事例検討 

12月  



１月 
○第４回部会 

 議題：地域福祉支援センター 事業所見学、事例検討 

２月 
 

●自立支援協議会 

３月  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（別紙） 

年度 平成２９年度 

部会名 精神保健福祉部会 

   

 事業内容 根拠規定 

事業計画 

事例を通して支援のあり方の検討や制度、資源な

どの情報共有に取り組む 

規約第２条第１号 

学習会を行う 規約第２条第２号 

   

年間スケジュール 

４月 

実
績 

 

５月  

６月 

○第１回部会 6/23(金) （参加：10団体・10名） 

議題：今年度の部会の運営、体制について・城陽市の精神保健福祉

と各事業所での支援について意見交換 

・今年度から参画いただいた医療機関から、「地域移行を促進するた

めにも利用できる社会資源があるということが分かり良かった、

今後連携を深めたい」と言う意見があった。 

・独居の方や症状が安定しない方への支援に苦慮しているという報

告が多かった。 

・家族との向き合い方や家族が出来ることについて、今年度から参

画いただいた家族会からの助言があった。 

７月  

８月 

○第２回部会 8/18(金) （参加：7団体・7名） 

議題：事例検討 

 ・参加団体の事業所より、精神障がい者の方に関する事例が報告さ

れ、その方の支援について意見交換を行った。 

 ・医療面での支援を見直していくべきという意見や、本人の家族に

ついても支援を行う必要があるという意見が出された。 

●自立支援協議会 8/25(金) 

９月 

予

定 

 

10月  

11月 
○第３回部会 

 議題（予定）：学習会 

12月  

１月  

２月 
○第４回部会 

 議題（予定）： 事例検討 



●自立支援協議会 

３月  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（別紙） 

年度 平成２９年度 

部会名 聴覚言語障がい支援部会 

   

 事業内容 根拠規定 

事業計画 
聴覚障がい者の困難事例を映像で作成する。 規約第２条第１号 

映像を使った啓発活動を行う。 規約第２条第１号 

   

年間スケジュール 

４月 

実
績 

○第１回部会 4/18(火) （参加：7団体・11名） 

議題：今年度の実施内容について 

・聴覚障がい者の困難事例を寸劇にして撮影し、啓発を行うことと

した。 

５月 

○第２回部会 5/23(火) （参加：8団体・13名） 

議題：困難事例のシナリオ作成 

・当事者団体や支援団体から困難事例を提出してもらう。難聴者と

ろう者が生活場面で困難に感じたことを 2ケースずつ挙げること

になった。 

６月 

○第３回部会 6/27(火) （参加：9団体・13名） 

議題：配役と撮影方法について 

・難聴者とろう者のグループに分かれて具体的な配役を協議した。 

・撮影も予算の関係上部会で行う予定。 

７月 ○練習 

８月 

○撮影 8/7(月) 

●自立支援協議会 8/25(金) 

予
定 

○映像編集作業 

９月 
○第４回部会 9/12(火) 

議題：編集の進捗状況、啓発活動について 

10月 ○啓発活動 

11月  

12月  

１月  

２月 

○第５回部会 

 議題：今年度の振り返りと、次年度計画 

●自立支援協議会 

３月  

 

 



（別紙） 

年度 平成２９年度 

部会名 療育部会 

   

 事業内容 根拠規定 

事業計画 

市内事業所の障がい児支援の理念や方針の共有

化を行う 

規約第２条第４号 

重症心身障がい児や医療的ケア児童の受け入れ

についての現状と課題を共有する 

規約第２条第１号 

事例検討等から効果的な福祉サービス利用や支

援について現状と課題を共有する 

規約第２条第２号

３号 

   

年間スケジュール 

４月 

実
績 

 

５月 

○第１回部会 5/17(水) （参加：17団体・23名） 

議題：今年度の予定について 

・新規参加事業所、宇治支援学校/地域支援センターうじ、京 

都府聴覚言語障害センター、わいわいプラス富野教室。 

・退会事業所、知的障害者デイサービスセンターあっぷ。 

・今年度の取り組みとして、虐待への対応を学ぶ、重症心身 

障害児施設の見学会、計画相談支援の在り方の検討、予定。 

６月  

７月 

○第２回部会 7/13(木) （参加：15団体・18名） 

議題：児童虐待の早期発見と対応について・虐待事例検討 

・誤情報でも可、気になることがあれば家庭児童相談室へ一報を入

れる。 

・家庭児童相談室の人的配置が少ない、妊娠期より養育に不安のあ

る母をどうサポートしていくのか、ネットワークづくりが弱い点、

城陽市の課題。 

・事例検討より、専門機関に子どもの養育を任せる意義を保護者に

伝えることも支援の一つ、との意見が出る。 

８月 ●自立支援協議会 8/25(金) 

９月 

予

定 

 

10月 

○第３回部会  

議題：重症心身障がい児や医療的ケア児への支援について事例検

討・「しらうめ」見学会 

11月  

12月  



１月  

２月 

○第４回部会 

 議題：次年度にむけて、各事業所新規受け入れ状況等情報共有 

●自立支援協議会 

３月  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（別紙） 

年度 平成２９年度 

部会名 就労部会 

   

 事業内容 根拠規定 

事業計画 

インターンシップ受け入れ企業獲得のための案

内パンフレットの配布、受け入れ企業獲得のため

の企業訪問 

規約第２条第１号 

インターンシップ実施にむけ、福祉事業所職員へ

の基礎研修 

規約第２条第５号 

城陽市役所庁舎内でのインターンシップに取り

組む 

規約第２条第２号 

   

年間スケジュール 

４月 

実
績 

○第１回部会 4/19(水) （参加：8団体・12名） 

議題：インターンシップの実施にむけて 

・企業訪問にむけての基礎学習。マナー、障がいのある人の援助方

法、企業との連携方法を意見交流。 

５月  

６月 

○第２回部会 6/14(水) （参加：7団体・10名） 

議題：インターンシップの実施にむけて 

・訪問企業のリスト化、インターンシップ希望者のリスト化 

・障がいのある方へのアプローチについて、支援者の構えと援助方

法について意見交流。 

７月 ○インターンシップパンフレット 印刷 

８月 

○第３回部会 8/9(水) （参加：8団体・11名） 

議題：企業訪問にむけての説明と確認 

・企業訪問の方法について協議（企業見学、インターンシップの依

頼） 

・はあとウォームカンパニーへの推薦について 

●自立支援協議会 8/25(金) 

９月 

予
定 

○企業訪問 

○インターンシップパンフレットの設置依頼 

10月 

○第４回部会 

 議題（予定）：インターンシップ取り組み状況確認、福祉事業所職員

への基礎研修 

11月 ○はあとウォームフォーラム（文化パルク城陽） 



12月 
○第５回部会 

 議題（予定）：インターンシップ取り組み状況確認 

１月  

２月 

○第６回部会 

 議題（予定）：インターンシップ取り組み状況確認、次年度の予定に

ついて 

●自立支援協議会 

３月  

 


